
 

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 

寄寄寄稿稿稿        近所の・・・・・・・  

 

子供たちを取り巻く環境は多様化し、恐ろしいほどの早さで変化を繰り返し、より複雑な 

環境へと姿を変えています。子どもたちにとっては、恵まれた環境とは言えません。そんな 

中で暮らす子どもたちの悩みや不安を解消するための糸口を探ろうということで、色々な機 

関が組織され、様々な取り組みが行われています。 

それぞれの取り組みに目を向けてみると、組織している機関の雰囲気が何となく顔を覗か 

せています。教育委員会関係は教師の匂いが、警察関係の機関は警察官の雰囲気が漂ってい 

るような気がします。 

本校では、昨年度から 1 年生と 4 年生で「CAP あきた」のお世話になっています。子ど 

もたちは真剣に話しに耳を傾け、ロールプレーイングにも意欲的に参加していました。 

もし、本校職員が同じような取り組みをしてみても、同じような子どもたちの目の輝きはな 

かったかもしれません。 

CAP の活動は、組織や機関の匂いがありません。子どもたちの傍らにいつもいる、「近所 

のオバチャン」的雰囲気があるだけです。それが子供たちを引きつけた大きな魅力ではない 

でしょうか。 

指導内容は、「安心・自信・自由」という三つの権利のもとに考えられた、しっかりとし 

たカリキュラムの中から生み出されたものです。それを顔なじみの近所のオバチャンが教え 

てくれる。CAP メンバーの取り組みは、子供たちにとってとても新鮮なのかもしれません。 

わたしが子供だった頃、近所にはそんなオバチャンやオジチャンがたくさんいました。 

口うるさく感じたものですが、何となく安心感を覚えたものです。 

Ｈ18 年度ワークショップ活動報告 
北秋田市立米内沢小学校(1 年 2 年・保護者) シンポジウム｢児童虐待防止とﾈｯﾄﾜｰｸ｣企画 
湯沢市立院内小学校(大人) 秋田市小中学校教頭会(教職員) 
秋田市立仁井田小学校(PTA) 潟上市天王町公民館事業(大人) 
八峰町立岩館小学校(全校児童・PTA) 鹿角地域振興局｢元気な父ちゃん母ちゃん｣ 
秋田市立明徳小学校(全校児童・保護者・教職員) 由利本荘にかほ福祉事務所(民生児童委員) 
秋田市城南園(年長組・保護者職員) 男鹿潟上南秋福祉事務所(民生児童委員) 
秋田市立城南中学校(PTA) 秋田市土崎公民館(大人) 
秋田市立桜小学校(4 年・保護者・教職員) 秋田市「しあわせ実感フォーラム」(大人) 
秋田市立港北保育所(保護者) 北秋田市教育委員会(大人) 
秋田市立土崎保育所(教職員) 大館北秋田 PTA 連合会母親懇談会(大人) 
秋田市立土崎小学校(大人) 
秋田市立四ツ小屋小学校(1 年 4 年・保護者・教職員)  
秋田市聖使幼稚園(年長組・保護者) 
秋田市立旭北小学校(2 年 3 年・保護者職員)  
北秋田市立合川北小学校（保護者） 
潟上市立出戸小学校(1 年・2 年・大人) 
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秋田市立四ツ小屋小学校 

校 長  松 田  行 正 

ＣＡＰあきたのホームページを公開しています 
http://www.akita-kenmin.jp/cap-akita/ 
次の方法でもご覧になれます。 

「秋田県市民活動情報ネット」→中央部の「ＣＡ

Ｐあきた」→「ＣＡＰあきた団体情報」→「事務

局住所欄の中の上記アドレスをクリック」 

http://www.akita-kenmin.jp/cap-akita/


シンポジウム「児童虐待防止とネットワーク」  2006.12.16. 秋田市文化会館 

                        ○主催 日本子どもの虐待防止民間ネットワーク 

                            ○共催 CAP あきた 子育て支援を考える会 

    基調講演「児童虐待防止とネットワーク」  

       講師 岩城 正光 氏 （日本子どもの虐待防止民間ネットワーク代表、弁護士） 

『『『子子子どどどもももののの視視視点点点ででで考考考えええててて』』』   

 岩城氏は「虐待をしてしまう親」の弁護をしている体験 

から、例えば「体罰」を｢しつけ｣か｢虐待｣かという論議の 

中では、あくまでも子どもの側で見ることを強調した。 

虐待をしてしまう親は、どの人も虐待をしているという自覚 

はなく、むしろ「子どもへの愛情」と思っている。 

しかし、どんな親にも愛情はあるのであり、その表し方が 

子どもにとって、恐怖や不安であるならば「虐待」である。 

弱い立場から見なければ分からないのが「人権」であるという言葉も心に残った。 

 虐待は、親の「自己肯定感」の低さが背景にある。そのため、加害者(親など)を責めるだけでは虐

待はなくならないし、解決には至らない。学校・地域・行政など、それぞれが役割を分担し、情報交

換をしながらネットワークを作って、育児能力に問題のある親やその家庭を丸ごと支援していく必要

があると結ばれた。 

○パネリスト  ｢虐待をしてしまう親｣からの相談を受ける立場から 

岡崎 京子 氏（子どもの虐待防止センター相談員） 

相談して来る人には共通性があり、およそ三つのタイプに分けられるという。 

一つは、子ども時代に自分も虐待を受けていた人。二つ目は、ひどい｢いじめ｣を受けていた人。 

三つ目は親の望みが高く、親の希望に添えなかったと自分を責めている人。 

大人になっても、子ども時代の深い傷が解決されることなく、今も蝕み続けている。 

他にパネリストとして、兼田智彦氏からは教師の立場から、小出幸博氏からは家族支援について 

お話をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

CAP についてよくいただく質問（教職員ワークショップ冊子より） 

 

Q:性被害など低学年には理解できないのではないでしょうか？ 

日常的にあまり語られていませんが、現実に大人が思っている以上に子ど

もの性被害は起こっています。調査報告によると、女子の 3～4 人に一人、男

子の 6 人に一人の子どもが何らかの性被害にあっています。実際、年齢が低

いゆえに何をされているかわからないまま被害にあい続けることがありま

す。交通安全教育を学ぶことで事故を未然に防ぐことができるように CAP プ

ログラムを受けることにより、不安を取り除き自分を守ることができます。

CAPで正しい知識を学んだことで性被害や性虐待を受けずに済んだという報

告は少なくありません。CAPの大きな効果が広がっていると言えるでしょう。 

｢CAP あきた｣からのお知らせ 

活動会員を募集しています。 

ワークショップ実施の際、メン

バーとして参加できる方、ある

いは、事務処理を手伝ってくだ

さる方 など、どなたでも参加

できます。もう尐し CAP につ

いて知ってみたいと思われる

方などもご連絡ください。 

  CAP あきた事務局 

TEL 090-4630-9775 

サクセスストーリー集（ＣＡＰセンターＪＡＰＡＮ発行）から 

1 年女子：ある日、女の子と友達がその子の家に鍵を開けて入ろうとしてドアを開けると、不意に見知らぬ

人が一緒に入ってきた。はじめは怖くて身動きできないでいたら、その見知らぬ人は手を伸ばして女の子の

腕をつかんだ。その瞬間、女の子は「ウォー」と『特別な叫び』をあげた。そばにいた友達もすぐに「ウォ

ー」と一緒に叫んだ。すると見知らぬ人は一目散に外に逃げていった。二人は入学前、子どもワークショッ

プに参加して困ったときは「特別な叫び声」をあげることを習っていた。 


